
オホーツク版個別の教育支援計画オホーツク版個別の教育支援計画オホーツク版個別の教育支援計画オホーツク版個別の教育支援計画

オホーツク「育ちの手帳」オホーツク「育ちの手帳」オホーツク「育ちの手帳」オホーツク「育ちの手帳」■■■■

様 式 １ 育ちのはじめ「幼稚園・保育所申し送りシート」様 式 １ 育ちのはじめ「幼稚園・保育所申し送りシート」様 式 １ 育ちのはじめ「幼稚園・保育所申し送りシート」様 式 １ 育ちのはじめ「幼稚園・保育所申し送りシート」□□□□

様 式 ２ 育ちの様子「フェイスシート」様 式 ２ 育ちの様子「フェイスシート」様 式 ２ 育ちの様子「フェイスシート」様 式 ２ 育ちの様子「フェイスシート」□□□□

様 式 ３ 育ちの願い「支援シート」 個別の教育支援計画様 式 ３ 育ちの願い「支援シート」 個別の教育支援計画様 式 ３ 育ちの願い「支援シート」 個別の教育支援計画様 式 ３ 育ちの願い「支援シート」 個別の教育支援計画□□□□

様 式 ４ 育ちの支え「連携シート」様 式 ４ 育ちの支え「連携シート」様 式 ４ 育ちの支え「連携シート」様 式 ４ 育ちの支え「連携シート」□□□□

様 式 ５ 個別の指導計画様 式 ５ 個別の指導計画様 式 ５ 個別の指導計画様 式 ５ 個別の指導計画□□□□

様 式 ６ 育ちの気付き「支援メモ」様 式 ６ 育ちの気付き「支援メモ」様 式 ６ 育ちの気付き「支援メモ」様 式 ６ 育ちの気付き「支援メモ」□□□□

様 式 ７ 育ちの足跡（各学年の通知票のコピー）様 式 ７ 育ちの足跡（各学年の通知票のコピー）様 式 ７ 育ちの足跡（各学年の通知票のコピー）様 式 ７ 育ちの足跡（各学年の通知票のコピー）□□□□

別紙様式 Ａ 申出（同意）書 Ｂ 委任状 Ｃ 同意書別紙様式 Ａ 申出（同意）書 Ｂ 委任状 Ｃ 同意書別紙様式 Ａ 申出（同意）書 Ｂ 委任状 Ｃ 同意書別紙様式 Ａ 申出（同意）書 Ｂ 委任状 Ｃ 同意書□□□□

記入例

【記入に当たって】

・個別の教育支援計画は、子どもの実態や学校等の取組

を確実に引き継ぎ、学年や学校が変わっても一貫した

支援を行うことを目的に作成します。

・引き継ぐ相手の立場や保護者の願いなどを踏まえ、具

体的でより分かりやすい言葉を用いるようにします。
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様式１「幼稚園・保育所申し送りシート」 （記入日 平成▲年●月◆日）

網走市立 オホーツク幼稚園・保育所
園長・所長 北海 太郎
作成担当者 知床 花子

コーディネーター（連携窓口） 青空 晴男 連携電話 ０１５２－◇◇－△△△△

氏名 網走 次郎 性別 男 生年月日 平成○年◇月△日 保護者 網走 一郎
ふりがな

健 康 遊 び 対人関係・社会性 生活・行動

・外遊びが苦手。 ・じっとしていることが
気 苦手。
に
な
る
こ ・風邪をひきやす ・集団の決まりを守れない ・整理整頓がうまくでき
と 年 い。 ことが多い。 ない。
長

配 ・天気のよい日は外に連れ
慮 て行き、外遊びの中で友
し 達とコミュニケーション
て を取らせるようにした。
き
た ・汗をよくかくので ・目を見て、ゆっくりと言 ・「ダメだよ。」という
こ 年 こまめに着替えさ い聞かせるよう心がけて 言葉だけの注意では、
と 長 せた。 きた。 気持ちが伝わらなかっ

た。

・手先が器用で、折り紙が
得意。

得
意
な
こ ・絵を描くことが得意。 ・元気よく挨拶をすること ・自分のできることは自
と 年 ができる。 分でやろうとする。
長

保 ・やや落ちつきに欠ける面はあるが、自分のことは自分でやろうとする気持ちが育ってきているので、そ
護 こをほめ、伸ばしていってほしい。
者 ・間違ったことは注意してほしいが、どこが間違っているのかを説明してあげてほしい。
よ
り

園 ・集団の決まりを守ることを苦手としているが、個別にじっくりと言って聞かせるとできることが多い。
よ 小学校においても、個別の指導を取り入れながら力を伸ばしていってほしい。
り ・集団の前で注意すると素直に話を聞けないことが多いので、個別に指導する方がよい。

そ ＜特記事項及び保健師等より＞
の ・３歳児健診時は、体調が安定しておらず気持ちの起伏が目立ったが、年長になると体力がつき、情緒が
他 比較的安定してきており、やりたい気持ちや好きなことが増えている。健康面のサポートが重要である。

同 意 書

貴園（所）で作成した（網走 次郎）の「申し送りシート」を学校へ引き継ぐことに同意します。

平成 ○年 □月 △日
幼稚園・保育所長 北海 太郎 様

保護者氏名 網走 一郎 印

年
少
・
年
中

年
少
・
年
中

年
少
・
年
中

・幼稚園・保育所での記録を小学校へ引き継ぐために作成

するシートです。

・幼稚園・保育所で行われた特別な配慮や子どもの実態に

関することを記入します。

・小学校に特に留意してほしいことについて、それぞ

れの立場から願いや考えを記入します。

・効果がなかったり、逆効果だったりした

対応があれば併せて記入します。

・配慮してきたことで、効果のあ

ったことを記入します。
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様式２「フェイスシート」 （平成▲年●月◆日 作成者 大空 三郎）

氏名 網走 次郎 性別 男 生年月日 平成○年◇月△日 年齢 歳 月

転入月日 平成 年 月 日 学校 年 入学・転学（ より）

療育手帳 無・有 程度〔 〕 手帳番号〔 〕 交付年月日〔 〕

障害者手帳 無・有 程度〔 〕 手帳番号〔 〕 交付年月日〔 〕

診断名

生 育 歴 福祉歴・教育歴・相談歴

＜胎児期＞ ＜福祉歴＞
・妊娠中の病気などは無し。

＜出産期＞ ＜教育歴＞
・出生の時の泣き声は弱いと言われた。

身長４８ cm体重２５５０ g胸囲 cm 頭囲 cm

＜乳幼児期＞ ＜相談歴＞
首のすわり ４か月ころ 座位 月ころ
はいはい １１か月ころ 萌歯 月ころ
歩き始め １歳２か月ころ

家族構成 父 母 兄 妹

家族環境

身 体 ・ 健 康 等 の 状 況

・食べ物の好き嫌いが多い。 ・人の話を集中して聞くのは苦手である。
健 ・声かけをすると歯磨きができる。 社 ・思っていることをうまく伝えられないことがある。
・偏食傾向があり、おやつの食べ過ぎで肥満に ・一人で買い物に行くことができる。

康 なったが、身長が伸びたこともあり、標準範 会 ・登下校は一人でできる。
囲に戻った。 ・学級の話合いで、意見を言うのが苦手である。

・睡眠時間は安定している。 性

・ボタンがけにやや時間がかかるが、衣服の着
基 脱は自分でできる。
本 ・下校して、制服を片付けることができる。
的 ・自分から挨拶をすることができる。 ・初めての場所は、慣れるまでに時間がかかる。
生 ・学校だよりなどを保護者に見せず、かばんに ・突然の物音に過敏で、音の原因が理解できるまで
活 入れたままになっていることがある。 心 不安である。
習 理
慣 ・

行
動

・自転車は補助輪無しで乗れる。
身 ・ボール運動の動作はぎこちない。

体
・テレビの漫画のキャラクターの名前をよく知って
いる。

・１０までのたし算はできるが、繰り上がりの そ ・折り紙を好む。
学 あるたし算でつまずくことがある。 の
・小学校３年生程度の計算ができる。 他

習 ・漢字を書くのは苦手である。
・簡単な日記を書くことができる。

発 作 無・有（回数：月・日 回くらい） 服 薬 無・有 １日 回（ ）

病院名 薬品名
主治医 服薬量

・子どもの生活や学習について、指導や支援をする上で必要と思われること

を記入します。
・子どもの実態については、「～できない。」という書き方ではなく、「～
が苦手である。」「～に苦労している。」「～ができる。」というよう

に、子どもの立場で記入します。
・担任だけではなく、子どもにかかわるすべての教師や保護者が共通理解し
た上で記入します。

・家族構成は同居人のみ記入します。

・家族環境について、指導や支援にかかわる

ことを記入します。

・社会性については、対人関係や集団行動等における

実態を記入します。

・障害に関係がなくても、指導や支援に必要と
思われる場合は記入します。

・学習については、子どもの特徴がよく表れて

いる教科を選んで記入します。
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様式３「支援シート」 （平成▲年●月◆日 記入者 美幌 四郎）

現 ・友達とうまくコミュニケーションを取ることができない。
在 ・算数では、繰り上がりや繰り下がりのある計算でつまずきが見られ、文章題が苦手である。
の
状
況

本人の願い 保護者の願い

・友達がたくさんほしい。 ・読み書きが、他の子と同じくらいできるようにな
ってほしい。

（本人が書ける範囲で）

・２、３人などの小集団の活動を活用し、段階的に社会性を高める。
支 ・本人の認知特性に応じた学習環境を設定するとともに、学習への意欲を高める。
援
目
標

評
価
・
課
題

誰が（担当） いつから、いつまで（支援期間） 何をするのか（支援内容）

・父親 ・読み聞かせを行う。
・母親 ○年４月１日～□年３月３１日

家
評価

庭 ・できる限り、多くの本を読み聞かせたことで、読書への意欲が高まり、行動にも
落ち着きが見られるようになった。

＜継続・終了＞

・担任 ・小集団のコミュニケーションの場を多くもつよ
○年４月１日～□年３月３１日 うにする。

学
評価

校

＜継続・終了＞

所属機関名
○○養護学校 年 月 日 ～ 年 月 日

職名
関 教諭 評価
担当

係 清里 一郎 ＜継続・終了＞

機 所属機関名
年 月 日 ～ 年 月 日

関 職名
評価

担当
＜継続・終了＞

・子どもの状況について、「本人の願い」「保護者の願い」につながるようなこと

を整理して記入します。

・学習面と生活面（どちらか一方で構いません。）における

子どもの願いを聞き取り記入します。
・本人に発語がなければ、保護者から聞き取ります。

・この内容は目標に必ず反映させます。

・左の「本人の願い」と同様に保護者の願いを聞き取っ

て記入します。

・この内容についても、目標に必ず反映させます。

・保護者と共通理解を図りながら、願う姿（伸ばしたい重点目標）をできるだけ具体的に設定します。

・目標を達成するまでの期間は各学校で決めます。この記入例では１年を想定しています。

・目標に対する具体的な子どもの変容を客観的に評価し、記入します。

・担任だけではなく、校内委員会の委員など多くの立場から記入します。

・家庭・学校・関係機関それぞれの評価を総合して記入します。
・次年度の目標設定のため、課題をできるだけ明確にします。

・「支援目標」を達成するために必要な手立てについて、家庭
・学校・関係機関それぞれの立場での指導や支援の状況を具

体的に記入します。

・関係機関との相談等を行っていない

場合は、今後行うことが考えられる

ことから、空欄にしておいてくださ

い。
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様式４「連携シート」

就学前 小学校１～３年 小学校４～６年

機関名 機関名 機関名 □□療育病院
医 連絡先 連絡先 連絡先 ０１５２－▽▽－△△△△
療 担当者 担当者 担当者 置戸 六郎
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関 ・教育相談
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
福 連絡先 連絡先 連絡先
祉 担当者 担当者 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
労 連絡先 連絡先 連絡先
働 担当者 担当者 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関
す
る
支
援

機関名 機関名 ○○養護学校 機関名
教 連絡先 連絡先 ０１５２－△△－□□□□ 連絡先
育 担当者 担当者 北見 五郎 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関 ・教育相談、知能検査
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
そ 連絡先 連絡先 連絡先
の 担当者 担当者 担当者
他 ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
の
支
援

・WISCⅢ
諸 VIQ77 PIQ97 FIQ85

検 言語理解 ８３
査 知的統合１０２
の 注意記憶 ６５
状 処理速度 ９４
況

平成２２年６月
○○養護学校

・子どもがかかわっている関係機関からのアドバイス等につい

て記入します。

・関係機関にかかわっている頻度（通っている回数等）につい

ても記入します。

・かかわりがあった時点で加筆したり、削除したりしていきま
す。

・連絡先や担当者を明記しておくことで、相談や情報交換を行

いやすくしておき、連携して支援に当たることができるよう

にしていきます。

・知能検査（田中ビネーⅤ、ＷＩＳＣ－Ⅲな

ど）の結果を記入します。

・検査用紙や詳しい分析結果などがあれば、添

付します。

・いつ、どこで検査を受けたかを記入します。
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中学校１～３年 高等学校１～３年 高等学校卒業後

機関名 機関名 機関名
医 連絡先 連絡先 連絡先
療 担当者 担当者 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
福 連絡先 連絡先 連絡先
祉 担当者 担当者 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
労 連絡先 連絡先 連絡先
働 担当者 担当者 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
教 連絡先 連絡先 連絡先
育 担当者 担当者 担当者
に ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
関
す
る
支
援

機関名 機関名 機関名
そ 連絡先 連絡先 連絡先
の 担当者 担当者 担当者
他 ＜支援内容＞ ＜支援内容＞ ＜支援内容＞
の
支
援

諸
検
査
の
状
況
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様式５「個別の指導計画」 （平成□年▽月○日 作成者 津別 七郎）

学 習 対人関係・社会性 生活・行動

・繰り上がり、繰り下がりの計算ができる。 ・人の話を集中して聞く ・身の回りの整理整頓が
平 ・漢字の混じった文章が読める。 ことができる。 できる。
成
□
年
度
の
目
標

・認知特性に応じて指導方法を工夫したり、学 ・興味・関心を高めるよ ・できることを大いにほ
習時間を保証したりと、個別の配慮を行う。 うな声かけや、授業に め、できるまで繰り返

おける効果的な課題提 し粘り強く指導する。
示に努める。

１
学
期 ・学習時間を保証し、じっくりと取り組ませた

ことで、繰り上がりの計算が定着した。

２
学
期

３
学
期

平
成
□
年
度
の
評
価

※ 各学校において、様式等があれば、その様式に従います。

手
立
て

評

価

手
立
て

評

価

手
立
て

評

価

・保護者と共通理解を図りながら、願う姿（伸

ばしたい重点目標）をできるだけ具体的に設定

し、学校が取り組む手立てを記入します。

・学校における子どもの願う姿（伸ばしたい重点目標）を保護者と共通理解を図りながら、設定します。

・何らかの理由で保護者との連携が難しい場合は、学校独自に作成します。

・個別の指導計画を、別に作成している場合は、このシートを作成しなくても構いませんが、関係機関に

提示することが考えられることから、育ちの手帳と一緒にファイリングするなどし、両方合わせて活用

できるようにします。

・目標に対する具体的な子どもの変容を客観的に評価し、記入します。

・担任だけではなく、校内委員会の委員など多くの立場から評価します。

・関係機関からの評価を得ることができる場合は、それも記入します。

・次の学期へ引き継ぐこと、終了することを明確にします。

・１年間を総括した評価を記入します。

・担任だけではなく、校内委員会の委員など多くの立場から評価します。

・関係機関からの評価を得ることができる場合は、それらも記入します。

・次年度へ引き継ぐこと、終了することを明確にします。
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様式６「支援メモ」

平成 □年 ○月 ▽日 ２校時 ◇ 年 ２組 氏 名 網走 次郎

場所 教室 記入者 湧別 一子

子どもの様子 有効だった手立て・よくなかった手立て（どちらかに○を）

・算数の時間、操作活動に集中して取 ・扱いやすく、興味・関心の高まる具体物の提示が効果的であった。
り組んでいた。

平成 □年 △月 ○日 ３校時 ◇ 年 ２組 氏 名 網走 次郎

場所 体育館 記入者 遠軽 八郎

子どもの様子 有効だった手立て・よくなかった手立て（どちらかに○を）

・体育のボール運動で、ルールが理解 ・全体指導において、言葉だけでルールを説明したが、十分に理解
できず、パニックを起こした。 させることができなかった。

平成 □年 △月 ◎日 ４校時 ◇ 年 ２組 氏 名 網走 次郎

場所 体育館 記入者 遠軽 八郎

子どもの様子 有効だった手立て・よくなかった手立て（どちらかに○を）

・ルールや自分がすることを理解する ・全体指導ではイラストを用いてルールを説明した。
と、落ち着いて学習に取り組むこと ・本人が理解しづらいことは、個別に説明した。
ができるようになった。 ・担任のほか、特別支援教育支援員が子どもに寄り添い、状況に応

じた行動について説明をしてもらうようにした。

平成 年 月 日 校時 年 組 氏 名

場所 記入者

子どもの様子 有効だった手立て・よくなかった手立て（どちらかに○を）

※ 個票として使用し、台紙に貼り付けてファイリングします。

・子どもにかかわる教師や保護者が、手立てについて情報を共有するためのシートです。

・記入の時期は決まっていないので、適宜記入します。

・記入後、切り取って台紙に貼り付ける他に、このシート自体をファイリングすることも考えられます。

・「よくなかった手立て」については、どうしたら子どもにとって「有効

だった手立て」となるのかを考えます。



別紙様式「同意書」

Ａ 策定について

申出（同意）書

貴校が、 網 走 次 郎 に係る個別の教育支援計画を、本人・保護者を中心とし、関係
する支援者（機関）と連携協力して策定の上、当該計画に基づいた支援を行うことを申し出（同意し）
ます。

平成 ◇年 ○月 △日

オホーツク小学校長 様

本 人 網 走 次 郎 印

保護者 網 走 一 郎 印

Ｂ 保管・管理について

委 任 状

（氏名） に係る個別の教育支援計画の保管・管理を貴校に委任します。
委任する機関は、本人が貴校へ就学している期間中とします。
なお、当該期間中においても、本人・保護者からの申し出により、随時、計画の保管・管理を本人・

保護者へ戻すものとします。

平成 年 月 日

学校長 様

本 人 印

保護者 印

Ｃ 情報の共有について

同 意 書

貴校が、（氏名） に係る個別の教育支援計画の策定、改訂、活用、評価に必要が
あるときには、同人に係る個人情報を、貴校が本人・保護者以外の関係者（機関）と共有することに同
意します。
ただし、共有できる個人情報は、個別の教育支援計画の策定、改訂、活用、評価にかかわるものに限

ることとし、次の事項を除くものとします。

【除外事項】

平成 年 月 日

学校長 様

本 人 印
保護者 印

※Ｂ、Ｃはそれぞれが必要となったとき、記入・押印等を行います。


